
新因幡ライン景観ワークショップ「滞留拠点・ビューポイント・景観資源の活用を考える」（R3.4.30）
使用した箇所別シート グループ 保全・整備、活用策

景観資源①（若桜鉄道 各駅舎・施設）
Ａ
発表

・隼駅はバイクとの連携が必要ではないか。バイク型のベンチを設置したり、駅をバイクとのつなが
りを持たせた外観にしてPRする等。
・隼駅はバイクの聖地として、撮影スポットや休憩スペースを設けてはどうか。
・若桜駅にも桜があるので、桜と駅が見渡せる場所にベンチを設置してはどうか。
・若桜駅の新たにできたカフェで、スイーツを提供して若い女性客の取り込みを図ってはどうか。

B ・若桜駅、若桜宿、道の駅について、相互に人が流れる仕組みづくりが必要。

Ｃ ・若桜駅はどこから見るのがよいのか。駐車場から見やすくすることはできないか。

D
補足

・若桜鉄道を訪れる人は登録文化財である各駅舎の写真を撮りたい。汽車に乗ってしまうと、各駅舎
を撮るのは難しい。レンタカー、レンタサイクル、各駅を回るためのシステムが必要。
・１時間に１本の汽車に乗って来て帰って終わりでは、滞留時間が確保できず、お金が落ちない。
・因幡船岡駅、駅のホームや車両から見下ろせる田んぼがあり田んぼアートを見て楽しめるようにし
てはどうか。（カントリーエレベーター南側）
・鯉のぼりを各駅で飾ろうとしているが、すべて徳丸ドンドに掲げて、車内からの景観を楽しんでも
らうのもよいのではないか。汽車に乗っている人が楽しめる工夫をすれば、旅客が増えるのではない
か。
・隼駅、一人旅のライダーも多く、自分を入れた写真が取りにくい。カメラ台で、ライダーをおもて
なししてはどうか。浦富海岸などにある。

E ・若桜駅を眺める場所がない。
・お金の落ちる仕組みづくりが必要。
・ＰＲ等に沿線の桜スポットが活用できないか。

F
補足

・町外の方、県外の方向けに、ビューポイントマップがあるといいのではないか。
・国道から各駅舎への入口が分かりずらく、何か表示がほしい。
・各駅を使ったイベントを開催してはどうか。
・若桜駅内の桜の周辺にベンチを設置してはどうか。

堀先生 ・利用者の立場になって丁寧に考えることが大事。わずかな時間でも駅に寄った証に写真が取れるよ
うな工夫等。
・サービス一辺倒では⻑続きしない。客が気持ちよくお金を落とすこととセットで考える必要あり。

温子氏  鉄道愛好家はおしなべて鉄道以外にお金を使わない。鉄道愛好家やライダーのためだけという具合
に初めから間口を狭くするのではなく、いろんな方をターゲットにすることを考えたほうがいい。

景観資源②（若桜宿（仮屋通り・蔵通り））
Ａ
発表

・マップはあるようだが、マップを受け取れる場所をわかりやすくPRすべき。
・貴重な建物、まち並みがあるのでもっとアピールすべき。
・水路も見所の一つ、ＰＲポイントではないか。
・宿泊施設を整備して滞留時間を確保してはどうか。

B ・まち巡りの順序、どう歩いたら楽しいかが分かるといいのではないか。
・水路の水を引き込んで鯉を泳がせ、それを鑑賞できるようにしてはどうか。

Ｃ ・空き家の活用を検討する必要がある。
・仮屋通り、蔵通りにベンチを置いてはどうか。
・仮屋通りを石畳で整備してはどうか。

D
補足

・蔵通りの蔵の中をみることができない。ベンチや滞留ポイントない。寺もありおもしろそうだが、
入りづらい雰囲気で、通り抜けてしまう。蔵を開放して見てもらう等の工夫が必要。
・仮屋通り、建て替えが進んでおり、仮屋がとぎれとぎれになっている。復元して、冬の楽しみ方と
して、仮屋を体験できるようにしてはどうか。
・電柱が目立っている。

E ・景観条例を設けて規制してはどうか。

F ・ベンチを置いてはどうか。
・レンタサイクルがあるようだが利用されていない。
・電線を地中化してはどうか。

堀先生 （若桜町から）
 仮屋に設置しているベンチの目の前が水路で稀に落ちる方がいる。景観への配慮と安全面の配慮の
両立はどのようにしたらよいか。
⇒人を丁寧にもてなすメッセージが伝わると評価される。落ちてもかまわないというメッセージが出
ているとマイナス。落ちないように工夫しているというメッセージが伝わることが基本。例えばベン
チの前は水路にふたをかける。地域の人が来訪者になったつもりで歩いてみて、危ないところは工夫
する丁寧さが必要。

温子氏  軒を復元するだけでなく、集客を積極的に考えていくことがいいのではないか。
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新因幡ライン景観ワークショップ「滞留拠点・ビューポイント・景観資源の活用を考える」（R3.4.30）
使用した箇所別シート グループ 保全・整備、活用策

景観資源③（安井宿）
Ａ ・すべて同じ景色で景観ポイントがない。

・ビューポイントを設けてはどうか。

B
発表

・お金が落ちる仕組（食事、休憩場所）がない。空き家を活用し、ゲストハウスなどを作ってみては
どうか。

Ｃ
補足

・食事ができるところがないので、空き家をリノベーションしてカフェなどにしてはどうか。
・駐車場、マップがない。
・魅力を発信しておらず、由来もわからない。

D
補足

・地域の人が価値に気づいていないので、魅力を知ってもらうためにワークショップなどを開催して
はどうか。地域の人の意識が変われば、空き家の活用などにつながるのではないか。

E
補足

・あまり知られていない箇所であり、はじめから単独での活用は難しいのではないか。他の何かに関
連付けて、その一部として捉えては。例えば、町内にいくつかある波うさぎ（の彫刻）の一つがここ
にもあるとか。
・農家に１００円市を開いてもらってはどうか。

F ・道が狭く、景観ポイントを設定できない。
・空き家や元郵便局を休憩場などに利用してはどうか。
・最寄駅から徒歩で行けるようにバスルートを作ったらどうか。
・案内ができる地元の人に協力いただいてはどうか。

堀先生  地域の人の意識づけ、価値の再認識のためのワークショップ開催は賛成。それ以上に、ここで暮ら
したいが収入減がないとか、維持管理費が確保できないといった若い人、困っている人を対象とした
相談会を開催するべき。今は居住地で観光地ではないが、いずれ必要となる維持管理費は来訪者から
得るしかない。早急に手を打つべき。ワークショップを兼ねた相談会を開催してほしい。

温子氏 なし

景観資源④（花御所柿の柿畑）
Ａ ・景観ポイントがないのでベンチや駐車スペースが必要。

・「物産館みかど」の看板が景観に合わないので考えてほしい。

B
発表

・ビューポイントがない。
・沿線に集めて植えているわけではないので、行政が誘導しては。
・⻘色ネットが景観を阻害している。⽼朽化しているものを交換するだけでも景観が改善されるので
はないか。

Ｃ
補足

・ビューポイントがない。
・「物産館みかど」のトイレが古い、敷地内にベンチがない。

D ・柿畑を見ることができる場所を設けてはどうか。
・柿畑の⻘いネットは⿊等にしたほうがいい。

E ・「物産館みかど」の周りにも柿畑だったらいい景観になると思う土地がある。時間はかかるが農地
管理も考えてみてはどうか。
・「物産館みかど」の敷地内に櫓を立てて、ビューポイントとしてはどうか。

F ・ネットの改良や色を統一することを考えてはどうか。
・ビューポイントを作ってはどうか。
・「物産館みかど」で試食販売をしてはどうか。また展望台があるといい。
・１００円市を開催してはどうか。

堀先生  より収入が上がる方法で整備していけばよい。

温子氏  ネットの色について、⻘色なのは経済的な理由か。ネット自体が景観を阻害しているので色は問題
ではないと考える。ネットは目をつむって柿畑の全体的な景観を考えて、収入が増える方法を考えて
行くべきではないか。
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新因幡ライン景観ワークショップ「滞留拠点・ビューポイント・景観資源の活用を考える」（R3.4.30）
使用した箇所別シート グループ 保全・整備、活用策

景観資源⑤（若桜⻤ヶ城跡）
Ａ なし

B ・探検して楽しめるようにしてはどうか。

Ｃ ・古城カードを作ってはどうか。
・ベンチを置いてはどうか。

D
補足

・途中の道が悪く、大きな枝が落ちていたり、アスファルトがはがれている。崩れている箇所もあ
る。
・くま注意の看板や電柵があり一人で行くのは怖い。天守閣に行くには勇気がいるが景色はすごくい
い。
・上からみると、中国地方に侵入してくる軍勢を監視するための出城としての機能があったことがよ
くわかる。破城令を受け人為的に壊したという歴史があり、その時の状態が残っている珍しい城跡。
きれいに整備するのではなく、その歴史がわかるような状態のまま散策しやすくするのが望ましい。
・草刈りや雑木の伐採作業を定期的にしたほうがよい。

E
発表

・景色の良さが地元の人にも伝わっていない。登ってみて体感して知ってもらう取り組みが必要。季
節により異なる景色、紅葉、美しい山の稜線など、魅力が伝わるよう写真や動画で発信していくべ
き。
・ハイカーやトレッキング愛好者をターゲットにしてはどうか。

F ・道が荒れており、まず行くことができるよう整備したほうがいい。
・歴史だけでなく自然に関するガイドも必要。
・登山口が分かりづらい。

堀先生  眺望がすばらしいということだが、整備にはかなりコストがかかりそう。コストに見合うだけのお
金が地域に落ちるか難しい箇所。今、観光庁、総務省がコロナに関連して地域の資源を使って観光を
創る事業などに、充当率100％の補助金を設けている。そういうものに手を挙げて、活用できれば。

温子氏  役場と地元が協力しないと国の補助金は難しい。

ビューポイント・滞留拠点⑥（道の駅若桜「桜ん坊」）
Ａ
補足

・トイレとお土産以外で滞在する見所やその案内が必要。
・SLが見えることをPRしてはどうか。
・スポットが必要。
・道の駅に若者向け商品が少ない。

B ・SLを眺めることができる。
・入場券とサービスをセットで提供してはどうか。
・道の駅からも若桜鉄道に入れるように整備してはどうか。

Ｃ
発表

・若桜鉄道に隣接しているのにアクセスが悪い。
・SLがあるが、簡単に見られない。気軽に見えるようにした方がよい。
・ジビエの打ち出しが少ない。駐車場スペースでジビエを売るなどしてはどうか。
・道の駅から山を見るスポットがない。道の駅で買った物を山を眺めながら食べることができるよう
なベンチやくつろげるスペースを設けてはどうか。

D ・道の駅と若桜駅のアクセスが悪い。往来できるように整備してはどうか。

E ・若桜駅前へのアクセスを改善すべき。
・ドックランを設けてはどうか。

F ・若桜駅まで近道があるといい。

堀先生  SLがうまく使えてない等意見があったが、これは工夫する余地があり伸び代がたくさんあるとい
うこと。是非とも皆様と丁寧に検討していきたい。

温子氏  人は、人が楽しく過ごす姿を見て行ってみたいと思う。そういう景色を出していければ良いのでは
と思う。
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新因幡ライン景観ワークショップ「滞留拠点・ビューポイント・景観資源の活用を考える」（R3.4.30）
使用した箇所別シート グループ 保全・整備、活用策

ビューポイント・滞留拠点⑦（氷ノ山自然ふれあいの里）
Ａ
補足

・氷太くんのPRが少なく一般の方に浸透していないのではないか。
・建物のカラーコーディネートを考えるべき。
・つくよね棚田のビューポイントの看板を周囲に調和するデザインにした方がよい。

B
補足

・木が邪魔で棚田が見えづらいので整備が必要。
・耕作放棄地があり棚田景観の維持が難しくなっている。
・棚田米をブランド化し均質な品質で売り出すよう農家の意思統一をはかりビジネス化し景観を維持
していくことが大切ではないか。

Ｃ
発表

・グランピングの施設を整備し自然の景観を活用した取り組みを行ってはどうか。
・耕作費用を負担すればお米がもらえるようなオーナー制度を設けて、耕作放棄地対策としてはどう
か。

D ・ネイチャーガイドで生計を立てられるようにすべき。
・棚田が雑木に遮られていて見えない。

E ・トイレやサウナを整備してはどうか。

F ・ゲレンデの頂上にベンチを設置してはどうか。（頂上は私有地）
・氷太くんで、ビューポイントの案内をしてはどうか。
・休耕田が増えている。お米のオーナー制を導入してはどうか。
・響の森のPRが不足しているのではないか。
・兵庫県との連携が重要ではないか。

堀先生 ・ビジネスの成立という意識と観点は極めて重要。
・持ち出しばかりで⻑続きしない、サービスを提供する対価としてお金を落としてもらうことが大
切。
・滞留拠点は飲食の提供が不可欠。（より魅力が増す＝よりお金が落ちる）
・景観を良くした場所でお金を落とす仕組みづくりを同時に考えていき、お金を落とさないと判断で
きるところは優先順位を下げてよい。

温子氏 なし

ビューポイント・滞留拠点⑧（道の駅はっとう）
Ａ ・食べに行きたくなるフルーツパフェを売りにしてはどうか。

・建物・看板のイメージの統一や色彩のコーディネイトを検討すべき。
・フルーツのキャラクターは、和風の建物に合う色合い・デザインに変更した方がよい。

B ・暗い。
・中が見えないため、受け入れてもらえない。

Ｃ ・フルーツがない時期のアピールをどのように行うか課題。
・果物がすぐ食べられない。フルーツの試食があればいい。
・運動公園のアピールがない。

D
発表

・植栽スペースが使われていないし、汚い。ここに滞留スペースを作ればよいのではないか。
・道路に面した部分は、芝生にしてはどうか。
・公園に上がると眺めが良いが、公園への誘導・リンクができていない。
・公園の中にも人が滞留するようなポイントを改めて整備する必要があるのではないか。

E
補足

・バイカーへのおもてなしが必要。
・なにか若桜鉄道とのコラボできないか。
・教育委員会と連携が不足しているのではないか。管理者を統一し、一括管理したほうが、桜の見え
る場所への誘導やイベントの実施が有効に行えるのではないか。

F ・コンテンツが不足している。

堀先生  施設の前面を魅力的にする必要がある。植栽が生きていない。改善の余地あり。滞在時間を延ばす
と売り上げが上がることが知られている。休憩スペースを作るのがポイント。一括管理の話があった
が、上の斜面を取り込んでいかに道の駅の魅力にするかが大きなテーマと言える。

温子氏  低木の植栽の場所を芝生にという話があったが、整備や管理にはお金がかかる。お金を埋めること
をしていかないと続いていかない。そういった観点も考えてほしい。
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新因幡ライン景観ワークショップ「滞留拠点・ビューポイント・景観資源の活用を考える」（R3.4.30）
使用した箇所別シート グループ 保全・整備、活用策

ビューポイント・滞留拠点⑨（徳丸親水公園）
Ａ ・名称を「ドンド公園」とした方がインパクトがある。

・鉄橋とドンドが見えるポイントにベンチを設けてはどうか。
・川遊びができるように整備したほうがいい。
・コンビニ跡地と合わせて、ビューポイント等として再開発してはどうか。

B ・コンビニ跡地の活用を検討してはどうか。
・サイクリングロードにしてはどうか。
・花壇は要らない。管理に手間や費用がかかる。

Ｃ なし

D
発表

・景観が非常にいいが、東屋等の場所からはそう見えるわけではない。ビューポイントとして改めて
整備してはどうか。
・現在、草が多い茂っており、まったく遊べない。滝の部分も、台風で削れてしまい形状が変化して
いる。
・鯉のぼりを泳がせてはどうか。
・コンビニ跡地が廃墟のよう。ここからの眺めはどうなのか。

E
補足

・この場所に若桜鉄道のビューポイントマップや看板があるといいのではないか。
・ベンチや東屋が⽼朽化している。
・コンビニ跡地の利活用が課題。公園の駐車場にしてはどうか。

F ・河川整備や草刈りが必要。
・駐車場が狭い。
・トイレが古い。
・コンビニ跡地が活用できないか。道の駅のようにしてはどうか。

堀先生  ポテンシャルは高いが、手が付けられていないし、きちんと検討されていない。丁寧な検討が必要
不可欠。魅力のないところはない。磨き切れていないから。丁寧にやれば魅力がでる。

温子氏 なし

ビューポイント・滞留拠点⑩（日下部土手の桜並木）
Ａ ・屋台や駐車場があるといい。

・トイレの整備が必要。
・ベンチがほしい。

B ・屋台を出してはどうか、お金を落とす仕組みづくりが必要。

Ｃ ・桜の里親制度を設けてはどうか。
・ワゴン売店を誘致してはどうか（売上10％を徴収）。
・ベンチを設置してはどうか。

D なし

E
発表

・どこから見るのが一番いいのか、近くで見えるところはどこか、提示して、写真を撮ってもらう工
夫が必要。
・ポスターやイベント、撮影スポットという商材として使っていくことも考えるべき。

F ・ベンチがあったらいい。
・駅周辺に店がほしい。
・夜間ライトアップで人が来るが、ごみを捨てて帰る人がいる。

堀先生 ソメイヨシノの寿命は60年。同時期に枯れる。今から更新を計画していかないと名所がダメにな
る。

温子氏 なし

総括
堀先生  地域の資源を活用することを考えてもらったが、なかなかこういう機会はない。考えていかないと

地域はよくならない。今日をきっかけに、全部は難しい、とっかかりとして一つでも二つでも小さな
整備を検討していただきたい。大事なのは整備に係るお金より知恵、丁寧にやること。雑にやるとい
くらお金を突っ込んでも効果は出ない。地元を巻き込んで、丁寧に検討を。ポテンシャルは高い。そ
れが魅力になるかは別の話。魅力をつけないと客にとっては価値がない。
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